
今
シ
ー
ズ
ン
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
３
月
下
旬
に
小
さ
な
ピ
ー

ク
が
み
ら
れ
た
だ
け
で
、
無
事

シ
ー
ズ
ン
を
終
了
し
そ
う
で
す
。

５
月
の
連
休
ま
で
は
今
度
は
花

粉
症
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
が
、
こ
ち

ら
も
今
の
と
こ
ろ
は
あ
ま
り
大

量
の
飛
散
は
見
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

今
年
度
の
院
内
報
は
、
生
活
習
慣
病
に
重
点
を

置
い
て
行
く
予
定
で
す
が
、
今
月
は
糖
尿
病
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
糖
尿
病
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

一
年
の
九
月
（
第
三
十
二
号
）に
総
論
的
に
取
り

上
げ
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は
糖
尿
病
の
治
療
に

つ
い
て
解
説
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
糖
尿
病
と
は

糖
尿
病
と
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
（血

液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
を
筋
肉
、
脂
肪
細
胞
、
肝
臓
な

ど
に
取
り
込
む
た
め
に
必
要
な
ホ
ル
モ
ン
）が
十

分
に
分
泌
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
に
対

す
る
反
応
が
悪
い
な
ど
の
た
め
に
血
糖
値
が
高
い

状
態
が
続
く
疾
患
で
す
。
血
糖
値
の
高
い
状
態
が

続
く
と
全
身
の
細
小
血
管
が
障
害
さ
れ
て
網
膜

症
、
神
経
障
害
、
腎
症
な
ど
の
合
併
症
が
引
き
起

こ
さ
れ
ま
す
。
糖
尿
病
の
怖
さ
は

こ
れ
ら
の
合
併
症
に
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
頻
度
は
糖
尿
病
に
か
か
っ
て

か
ら
の
期
間
が
長
い
ほ
ど
、
ま
た

血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
悪
い
ほ
ど

高
く
な
り
ま
す
の
で
、
糖
尿
病
の

治
療
は
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

良
く
し
て
合
併
症
の
発
生
、
進
行

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

で
は
、
生
活
習
慣
の
見
直
し
と
い

う
観
点
に
特
に
注
目
し
て
、
糖
尿

病
の
治
療
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

■
食
事
療
法

糖
尿
病
の
治
療
の

中
で
最
も
基
本
と
な
る
の
が
食
事

療
法
で
す
。
適
切
な
食
事
の
量
と
バ
ラ
ン
ス
を
守

り
、
吸
収
さ
れ
る
ブ
ド
ウ
糖
の
量
を
減
ら
す
こ
と

に
よ
っ
て
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
必
要
量
が
減
り
、
膵
臓

へ
の
負
担
も
軽
く
な
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
働
き
も

よ
く
な
り
ま
す
。
食
事
療
法
は
基
本
的
に
一
生

続
け
る
も
の
で
の
で
、
十
分
に
理
解
し
て
継
続
す

る
事
が
大
切
で
す
。
薬
物
療
法
に
頼
っ
て
食
事
の

注
意
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
と
薬
の
効
果
が
打
ち

消
さ
れ
て
う
ま
く
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

・適
正
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
を
守
る

ま
ず
、
は
じ
め
に
、

自
分
が
ど
れ
だ
け
食
べ
て
よ
い
の
か
（適
正
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
）
を
知
る
こ

と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
身
長
（ｍ
）ｘ
身

長
（ｍ
）
ｘ
２
２
で
求
め

ら
れ
る
標
準
体
重
に

２
５
～
３
０
を
掛
け

た
の
が
適
正
エ
ネ
ル

ギ
ー
量
で
す
。
た
と

え
ば
、
身
長
１
６
５
ｃ

ｍ
の
方
で
し
た
ら
、
１
．

６
５
ｘ
１
．
６
５
ｘ
２
２

ｘ
２
５
～
３
０
＝
１
５

０
０
～
１
８
０
０
キ
ロ

カ
ロ
リ
と
な
り
ま
す
。

力
仕
事
の
方
は
３
５

～
４
０
を
掛
け
て
く

だ
さ
い
。

・栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
と
る

三
大
栄
養

素
（糖
質
・た
ん
ぱ
く

質
・脂
質
）の
割
合
で

す
が
、
１
日
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
約
半
分
を
糖

質
（
ご
飯
・
パ
ン
・
う

ど
ん
）で
と
り
ま
す
。

残
り
の
半
分
（全
体
の
１
／
４
）を
た
ん
ぱ
く
質

（肉
・魚
・卵
な
ど
）と
し
、
残
り
（全
体
の
１
／
４
）

を
脂
質
、
野
菜
、
果
物
、
乳
製
品
に
割
り
当
て
ま

す
。
ま
た
栄
養
の
偏
り
を
防
ぐ
た
め
に
、
１
日
３

０
種
類
以
上
の
食
品
を
取
る
こ
と
を
目
標
に
し
ま

し
ょ
う
。

・規
則
正
し
く
食
事
を
と
る

食
事
は
ほ
ぼ
決

ま
っ
た
時
間
に
１
日
３
回
摂
取
し
ま
し
ょ
う
。
そ

う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
血
糖
値
の
変
動
リ
ズ
ム
が

整
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
夜
遅
く
の
食
事
は
良
く

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
遅
く
て
も
９
時
ぐ
ら
い
ま
で

に
は
終
わ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

・脂
質
の
取
り
す
ぎ
に
気
を
つ
け
る

脂
質
は
カ
ロ
リ
ー
が
高
い
上
に
、
イ
ン
ス
リ
ン
の

働
き
を
妨
げ
ま
す
の
で
、
と
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
（特
に
動
物
性
の
脂
肪
）。

・野
菜
、
海
藻
類
、
き
の
こ
類
を
積
極
的
に

野

菜
や
海
藻
類
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
が
豊
富

に
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
海
藻
や
き
の
こ

類
な
ど
の
食
物
繊
維
が
多
い
食
品
は
吸
収
が
遅

く
、
食
後
血
糖
値
の
上
昇
を
緩
や
か
に
し
ま
す
の

で
た
く
さ
ん
食
べ
て
く
だ
さ
い
。

・果
物
は
ほ
ど
ほ
ど
に

果
物
に
含
ま
れ
て
い
る

果
糖
は
吸
収
が
よ
い
た
め
、
と
り
過
ぎ
る
と
急
激

に
血
糖
が
上
が
り
ま
す
の
で
要
注
意
で
す
。

・お
酒
は
控
え
め
に

糖
尿
病
に
は
ウ
イ
ス
キ
ー

が
良
い
と
い
う
話
を
時
々
聞
き
ま
す
が
、
何
を
飲

ん
で
も
同
じ
で
す
。
日
本
酒
は
７
５
ｍ
ｌ
、
ビ
ー
ル

２
０
０
ｍ
ｌ
、
ウ
イ
ス
キ
ー
３
５
ｍ
ｌ
が
１
単
位
（８
０

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）で
す
。
特
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
止
め

ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
１
日
２
単
位
ぐ
ら
い

を
上
限
と
し
て
飲
ん
で
も
か
ま
わ
な
い

で
し
ょ
う
。

■
運
動
療
法

運
動
療
法
も
食
事
療
法
同
様
、
糖
尿
病

の
治
療
に
と
っ
て
は
と
て
も
大
切
な
事
で
、
よ
く

車
の
両
輪
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
。
運
動
を
す
る

と
血
液
中
の
ブ
ド
ウ
糖
が
効
率
よ
く
消
費
さ
れ
、

血
糖
値
が
低
下
し
ま
す
。
さ
ら
に
肥
満
が
解
消
さ

れ
る
と
イ
ン
ス
リ
ン
に
対
す
る
組
織
の
感
受
性
が

高
ま
り
、
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
が
よ
く
な
り
ま
す
。

糖
尿
病
の
時
に
有
効
な
運
動
は
糖
質
と
脂
肪
の

両
方
を
消
費
す
る

有
酸
素
運
動
（ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
、
水
泳
、
サ

イ
ク
リ
ン
グ
な
ど
）

で
す
。
運
動
を
は

じ
め
る
と
最
初
に

糖
質
が
使
わ
れ
始

め
１
５
分
ぐ
ら
い
す

ぎ
る
と
脂
肪
が
燃

焼
し
始
め
ま
す
の

で
、
少
し
息
が
乱

れ
、
や
や
き
つ
い
と

感
じ
る
く
ら
い
の

強
さ
の
運
動
を
２

０
～
３
０
分
、
で
き

れ
ば
毎
日
、
少
な

く
と
も
週
に
２
～

３
回
は
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
血
糖
値
の
上

が
る
食
後
１
～
２

時
間
頃
に
行
う
の

が
効
果
的
で
す
。

空
腹
時
や
食
直
後
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。
ち
な
み

に
８
０
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
す
る
運
動
時
間
は
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
２
０
分
、
水
泳
で
１
１
分
、
サ
イ

ク
リ
ン
グ
で
１
５
分
位
で
す
。

■
薬
物
療
法

食
事
療
法
や
運
動
療
法
を
適
切
に
行
っ
て
も
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
が
不
良
の
場
合
に
は
、
薬
物
療
法
を

行
い
ま
す
が
、
薬
物
療
法
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の

機
会
に
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
治
療
目
標

い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
血
糖
値
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

状
況
を
１
～
３
ヶ
月
毎
（間
隔
は
重
症
度
に
よ
っ
て

異
な
る
）に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
の
目
標
は
、
空
腹
時
血
糖
が
１
１
０
以

下
、
食
後
２
時
間
の
血
糖
値
が
１
８
０
以
下
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
が
６
．
５
以
下
で
す
。
自
己
判
断

せ
ず
に
、
客
観
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
指
標
に
基
づ
い

て
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
日
々
精
進
す

る
こ
と
で
、
楽
し
い
老
後
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
事
を
お
勧
め
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平成１３年４月 土川内科小児科ニュース 第５１号

※この情報紙のバックナンバーをご希望の方は受付までどうぞ。

今月のテーマ
糖尿病（２）

◆当院からのお知らせ
＊診療時間について
午前 ８：３０～１２：００
午後 ２：００～ ６：３０（土曜日は５：００）
＊４月１２日は、学会出席のため、午後休診です。
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二本松市槻木２５０の３
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◆低血糖について
血液中の糖の濃度（血糖値）が７０ｍｇ／ｄｌ以下になると、動悸がする、手
がふるえる、眼がチカチカする、冷や汗をかくなどの症状があらわれ、その
まま放置して進行すると意識障害に陥る事があります。このような状態を低
血糖と言います。低血糖を防ぐためには、低血糖の症状についてよく理解
（症状には個人差がありますので、いつもと違う時には低血糖ではないかと
考えてみることが大切）しておくことが必要です。そして低血糖の症状が起
こった時には、砂糖やジュースのような甘いものやブドウ糖をすぐにとって
血糖を上げるようにします。さらに主治医にそのことを報告して、原因を追
求して、繰り返さない様に対策を講じなければなりません。

◆血糖、血圧コントロールによる変化
糖尿病の患者さん５１００人を過去１０年間のヘモグロビンＡ１ｃの平均が７．０のグルー
プと７．９のグループに分けて１０年間追跡調査をして比較すると、７．０のグループで
は、糖尿病関連の死亡が２５％減少するほか細小血管症の発生が３５％、心筋梗塞の
発生は１８％、脳卒中の発生は１５％減少します。さらに、血圧について、収縮期血圧
が１５０以上と１３０以下のグループに分けて比較すると、１３０以下のグループでは糖
尿病関連死が３８％、細小血管症の発生が３７％、心筋梗塞の発生が２１％、脳卒中の
発生が４４％、いずれも大幅に減少します。つまり、血糖値や血圧をコントロールすると
合併症や糖尿病関連死の発生がかなり減らせることがわかりました。


